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Rubin が 1974 年に提唱したルービン因果モデルに基づく因果効果・平均介入効果の推定はと

統計学や計量経済学分野において種々の推定法の開発が盛んに行われただけではなく、応用分野

においても 2000 年代以降、医学や社会科学全般で爆発的に普及している。特にこの研究動向に

おいて重要なのは、統計学としてはノンパラメトリック・セミパラメトリック推定であり、また

応用分野においては差分の差や回帰分断デザインなどの研究デザインの活用、補助情報・交絡要

因・共変量と言われる変数をなるべく多量に取得することを事前に意図するという発想の重要性

である。 

特に後者はここ数年社会的に重要な話題となっているビッグデータ解析との強い関連がある。

近年では企業が実務において多変量多頻度かつ大量な対象についてのデータを取得しており、場

合によっては国民の数割程度をカバーする購買・行動データを取得し蓄積している例もある。ま

た医療分野では NBD や NCD など年間数百万から数千万件の患者の診療行為やバイタルデータ

が蓄積されている。また外国では ID で連結可能な形で消費・所得・投資等についての情報が長期

間、数百万人単位で得られている。このような場会には膨大な数の共変量が利用可能であり、操

作変数法などの強い仮定を置かずに推定を行うことがより現実的であり(Athey ら 2017)、また大

規模データが存在することで周辺情報を積極的に利用することで通常求められる Ignorability の

仮定を置かない解析を行う方法などの適用も可能になる(Hoshino and Igari,2017)。 

報告者はこれまで応用分野での利用を中心に因果効果推定についての研究に取り組んでいるが、

本報告では今回の日本統計学会業績賞受賞対象となった研究や関連する一連の研究を紹介しなが

ら、因果効果だけではなく近年関心の高まっている因果効果の異質性の理解を行うために必要な

研究デザインやデータ取得と推定法の関連について議論を行う。 
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